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〔IJ秋田県衛生科学研究所の機構

本研究所は一昨年（昭和39年4月1日）その機構が改

革せられ， 1課（総務課） 6科（細菌病理科，理化学検

査科，成人病科，母子衛生科，食品栄養科，環境衛生科）

に編成され，研究所としての面目が一新したというこど

であるが，しかし活動開始はその年の 6月以降であった。

狭くってはち切れそうな小研究所から急に広い建物に移

り変わった当時は戸迷い気味であったが，それまで立ち

遅れていたウイルス部門，環境衛生部門，母子衛生，成

人病部門の整備に当ってみると，広いと思った研究所が

再び狭くなり出したo職員が充実されたらこの研究所は

更に狭くなるだろう o調査といぃ，研究といい，これら

は県の実態を見ながら仕事を押し進めて行くぺきもので

あろうが，内容ほ兎も角調査研究の方法や技術というも

のは日本ばかりではなく，世界に通じて負けをとっては

ならない，つまり秋田県などは一小地城に過ぎないから

この程度でよいということはない，結局得られた成果や

実績が信用するに足らないということになれば，科学者

としての恥辱となるばかりでなく，歳月，努力，費用の

無駄ということになる。

課， 科 別 職・名

所 長

総 務 課 課 長

，，，， 主 事

ク ク

ク ク

ク 主事補

ク 技術手

ク 作業手

ク ク

細菌病理科 科 長

ク 技 師

ク ，，，， 

・ク ク’

ク ク

今後当衛研の内容も充実して行くものと思われるが，

つまり現在とても不足は多分にあるが，県民のご理解と

職員の真摯にして絶えざる努力に期待する以外はないと

思われる。

本研究所における常勤医師は所長を含めて2名，兼務

嘱託を加えると合計4名となり，他県に比較すると医師

には恵まれているo研究所の職務は必ずしも医師でなけ

ればならないということはないが，目指す方向が人の衛

生であってみれば，医師であることに越したことはない。

しかし医師であっても何事によらず万端心得ているもの

とは思われないo 従って目指す方向に向ってお互いに努•­

力すぺきものであろうo

CIJ 職員並びに業務分担表

（昭和40年12月31日現在）

氏 名 1当所発令 業 務 内 ・容

昭和
児玉栄一郎 29. 6.25 

太田勇治 39. 4. 1 

梅沢信之輔 40. 4. 1 庶務，会計一般

朝倉一雄 35. 4. 1 庶務，諸統計

戸嶋恭太郎 39. 4. 1 会計，現金取扱員，物品取扱員

伊岡森睛子 40. 6. 1 受付及び歳入事務

佐藤恒明 39.11. 1 機械室等の技術に関すること

山田運治郎 36.11. 1 文書送達，雑務

伊藤秋悦 36. 8. 28 動物飼育．雑務

藤沢宗一 21. 11. 22 

佐々木千代治 27. 8. 12 結核菌検査，実験動物管理

庄司キ ク 19.10. 1 梅毒血湾反応検査

茂木武雄 23. 5.20 腸内細菌及び一般細菌検査

金鉄三郎 39. 4. 1 食中毒検査，野兎病検査
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細菌病理科 ク 坂本昭男 2・1.10. 1 ウイルス試験，電子顕微鏡管理

理化学検査科 科 長 斎藤 ミ キ 21. 2,28 

ク 技・師 芳賀羮昭 39. 6. 20 特殊薬品試験，食品試験，温泉分析

ク ク 阿部輝雄 33. 4. 1 局方医薬品試験，放射能調査

ク ク 高山和子 25, 7, 10 水質検査

成人病科 科長（兼） 児島三郎 35. 5,10 （本務，本荘保健所長）

ク 技 師 今野 宏 39. 7. 1 動脈硬化の生化学的研究，集団検診

ク ク 船木章悦 39. 7. 1 高血圧者の臨床検査，集団検診

母子衛生科 科 長 小西玲子 39. 4. 1 

ク 技 師 小野山直子 39, 7. 1 母子衛生の生化学的研究，集団検診

食品栄養科 科長（兼） 小西玲子 （本務，母子衛生科長）

ク 技 師 宍戸 勇 32. 4.10 食品の試験，研究

ク ク 中島 慶 39. 6. 1 栄養の指導，調査

環境衛生科 科 長 所長事務取扱

ク 技 師 船木忠一 39. 7.10 公害等環境衛生の試験検査

（ウ イルス） 兼 務 須藤恒久 39. s.20 （本務，県立中央病院徴生物検査科長）

（衛生動物） 非嘱常勤託 園部寿昭 39. ・4. l （本務，秋田経済大学請師）

CIJ 昭和4.0年度予算決算額調

歳 入 歳 出

科
． 
目i決 額 算 II科 目 1 内 訳 l予 算 額 I決 算 額

円 円

使用及び手数料 688,965 総 務 費 31,222 予算額と同額

財産収入 6,087 職員手当 3,222 ク

諸 収 入 550,124 旅 費 15,000 ク

需 用 費 10,000 ク

役 務 費 3,000 ク

結核対策費 188,645 ク

需 ．用 費 188,645 ク

予 防 費 400,000 ク

需 用 費 400,000 ク

衛生研究所費 33,398,346 ク

報 酬 _180,000 ク

給 料 14,022,874 ク

職員手当 ,(3,995 ク
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共 済 費 1,431,890 予算額と同額
↓ 

賃 金 30,200 ク

報 償 費 25,750 ク

旅 費 812,923 ク

需 用 費 3,734,86C ク

役 務 費 179,991 ク

委 託 料 335,000 、ク

使用料及び賃借料 • 115,893 ク

備品購入費 4,514,970 ク

保健所費 237,831 ク

需 用 費 103,000 ク

使用料及び賃借料 134,831 ク

薬 務 費 22,000 ク

旅 費 7,000 ク

需 用 費 15,000 ，，， 

ムロ 計 1,245,176 ＾ ロ 計 34,278,044 ク

[NJ業 務 内 容

本県衛生科学研究所の業務は自ら県の厚生行政または

保健所におけるものとは異なるものであるが，県民の健

康にして明るい生活，そして産業の開発と降盛を目指し

心身ともに豊かなる人生を希うことには変わりがないと

ころである。近来科学の発達に伴って無数の発見開発が

あり，これらがまた私共の生活に織り込まれ，豊かな恩

恵を蒙ると同時；こ忌むべき災禍がない訳ではないo私共

はこの災禍を阻み，愛と勇気とをもって業務を進めなけ

ればならないo悲惨な過去を振りかえり見るよりも，ぃ

まわしい因習を捨てて光の満ちた生活革命に向って邁進

しなければならないと思うo竜頭蛇尾と喝われるかも卸

れないが，少くともこのような意気をもって業務を押し

すすめたいと願う次第である。

(1) 総務課業務内容

1 職印，その他の公印の管守に関すること。

2 人事，予算に関すること。

3 所内の運営，事業の企画ならびに業務の連絡調整に

関すること。

4 文書の収受及び発送手統並びに保管に関することo

5 物品の購入及び修繕等の手続きに関すること o

6 検体の受付並びに手数料の取扱い及び整理に関する

こと。

7 諸統計の調査報告に関すること。

8 庁舎の維持管理及び防災に関すること。

9 その他各科の業務に属しない事項などo

(2) 細菌病理科の業務内容

1 法定伝染病およびその他の各種伝染病の細菌学的試

験検査及び研究に関すること o

2 細菌性食中毒の起因に関する細菌学的検査並びに研

究に関すること。

3 結核菌，その他抗酸性菌の試験検査及び研究に関す

ること。

4 井戸水，水道水，河川水，その他氷，氷菓子，雪tょ

どの細菌学的検査に関すること。

5 一般食品，乳製品，清涼欽料水等の細菌学的検査に

関すること o

6 梅毒血清反応，ワイルフェリックス反応，寒冷擬集

反応．その他の血消反応並びに血液型の試験検査及び

研究に関すること o

7 ウイルス， リケッチア，フアージ等の試験検査およ
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び電子顕微鏡による検査に関すること。

8 寄生虫，原虫の試験検査に関すること。

9 培地作製に関すること。・

10 実験用動物の飼育管理に関すること o

11 地方病（ポッリヌス菌中毒，肝吸虫症，つつが虫病，

野兎病）の細菌学的，生物学的検査研究に関すること。

(3) 理化学検査科の業務内容

1 医薬品，化粧品，麻薬，覚せい剤，毒物，劇薬等の

理化学的または薬理学的試験検査に関すること o

2 医療資材，衛生用品等の試験検査に関すること。

3 薬物中毒の理化学的検査研究に関すること o

4 食中毒の理化学的薬理学的試験検査並びに研究に関

すること 0.

5 食品添加物，器具および容器包装の理化学的試験検

査に関すること。

6 農薬および農薬中毒の理化学的検査に関すること。

7 温泉分析に関すること。

(4) 成人病科の業務内容

1 成人病，特に高血圧症，脳卒中，動脈硬化症，変性

々心臓疾患，等の疫学的調査並びにその成因，予防を

目標とした調査研究に関すること。

2 糖尿病，腎疾患等の疫学的調査並びに実験的研究に

関すること。

3 成人病と関連のある環境，栄養，飲食品，気候，風

土，文化などの調査研究に関すること。

(5) 母子衛生科の業務内容

A 不幸な子供の生れない施策に関する調査

(1) 周産期死亡の実態

(2) 未熟児訪問カードの集計

(3) 妊娠中毒症の出生兒への影響

(4) 精薄ならびに肢体不自由児の実態調査

(5) フエニールケトソ尿症，血液型検査

B 妊産婦の実態ならびに調査研究

[VJ業

(A) 細菌病理科の業務実績

a 細菌検査の実績

務

(1) 妊産婦の貧血と栄養

(2) 妊娠中毒症ならびに後遺症の実態

c 乳幼兒に関する調査研究
(1) くる病の実態ならびに予防に関する調査研究

(2) 3オ児検診に対する精神発育検査導入

(3) アンケート方式による母子衛生実態調査

(4) 乳幼児発育の地城差に関する調査研究

(6) 食品栄養科の業務内容

1 食品の栄養学的分析に関すること。

2 食品の保存，殊に越冬食品の保存法（防腐法）に関

する調査研究

3 各種食品，各種飲料の栄養価ならびに経時的変質に

関する調査研究

4 食品の防腐，漂白剤，添加物等に関する調査研究

5 調理による栄養価変動に関する調査研究

6 自然毒に関する調査研究

7 荒救食糧に関する調査，栄養学的研究並びに貯蔵に

関する研究

(7) 環境衛生科の業務内容

1 水（飲料水，井戸水，水道水，天水，河川水，浴場

水，温泉水，工業用水等の調査および被害防除に関す

る調査研究

2 大気汚染（降下煤塵，魔埃，有害ガス，自動車の排

気ガス）に関する調査

3 汚物処理，下水処理に関する調査

4 被服（含気，圧縮，通気，輻射熱の吸収および透過

吸湿，燃焼，物理化学的抵抗など）の試験研究

5 住家，集会場，職場等の通気，照明，騒音，空気の

汚染度，湿度等の調査，疲労などに関する調査研究

6 有害生物（鼠族，昆虫等）の生態調査並びに防除法

に関する研究

7 農薬被潜の調査並びに防除法に関する研究

8 放射I生降下物の汚染に関する調査研究

実 績

昭和40年度（1月-12月）の検査実綾iま第1表ー第3表に示すとおりである。
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第 1表 細菌検査実績表 （昭和40年1月-12月）
， 

検査区；ぐ＼別 II I I Il I Ill I (V | v I VI I vn I VIIl I IX I x I XI I xn II 計
．，ウイダール反 ~I 21 I I | (451 (5!I 11 11 I l 11 CI5II c1翡
麟レ・フニリックスII |― I I I I I. 11 I I I II 

1 

赤 痢 訓I I I I | I j I 11 21 I II 
｀ チフス，パラチフス菌II • 31 I I 11 11 11 ・11 | I I 1、 II 'l 

・溶 連
叫Ic窓I I. I I I • I I I I I I II (1芍

澳 叫 I I I I I I I I I I I 211 
： 

赤痢菌々鵡Ic15I I I ・c1月 I I 21 1I (1為I 11 I II (3悶
記痢菌薬剤耐性II I I I 318! | I I I 541 I I II 

37~ 
溶連菌々製I(4t}| I I I I I I I I I ll 41 (41) 
溶連菌沈降反叫I I I I. I I I I I I 421 II 

42 

菌株同定（チフス菌） II I I | I (711 I I I I II (7! 
そ の 他II I 81 161 41 I 11 I |. I I I -II 

2~ 
計 II棗 81 161（笥I碍碕I 51 31 771 , (18~. 11 431 ~1111 (1笥

註 1)各項目欄中，上位の数宇は検査件数，括弧内は陽性件数を示すo

2)菌株同定欄のチフス菌は，チフス菌永続保菌者 (1名）からの分離株で，ファージ型別結果， El （国立
． 

予研検査）のものである。

第 2表 昭和40年 (1月---12月）衛生化学研究所及び

保健所に於て分離した赤痢菌々型成績

~11 : 1 秋田 ： ： : 1 : 1 : 1 : 1 : 1 : 1 : 1 : 1 苔I : I（陽闊％）
Sh. f!exner i • la II I I I 11 I I I I ・ I I I I I (O. 4485 
クク 2a 11 I 41 I I 11 I 41 I 41 (4~51 I I I c26.9界
クク 2b II I 21 I I 31 I I I I I sJ ・1 I (4.4翌
クク 3a II I I I I I I 11 I 21 21 I I I c2. 24~ 
クク 3b II I I I I I I I I 11 I I I I _ co. 448$ 
クク 4a II I | I | I I I I I l| l I I co. 4485 
~ ~ V. y II I 11 I 11 I 21 I I I ・ I 21 I I c2. 69勺
Sh. sonnei 1 II I 241 31 141 I I <1~11 I 61 121 I I I 136 (60-99) 
，，，，，，，， 2 11 I 11 I I I I I I I 21 I I I c1. 355 
計 11 I 321 31 I 161 41 21 a2I 1 131 641 11 I I 2231 

註大曲，陽沢保健所の菌株数は，赤痢集団発生時に分離した赤痢菌． （）内菌株数を含むo
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第 3表 赤痢菌薬剤戚受性試験成績

検査材料 S病院分離赤痢菌 18株（Sh.sonnei 1) 

検査年月日 昭和40年9月

検査方法感受性デイスク法による

成績

ド：：
被検 者 ジヒドロ クロラム
査 ストレプト フエニコ

氏 名 マイツソ -Iレ
SM CM 

132 jo原〇‘ノII ＋ | 

133 lo木〇治II I 

ttt 

テトラサ
イクリソ
TC 

I 

| 

柑

142 lo藤 0 子II ＋ I - I 

143 |0橋 00子II ＋ I - I 

144 lo沢 0 子II ＋ I - I 

146 loo木 0つII ＋ I - I 

147 |0川 0 子II ＋ I - I 

148 |0津〇治II. + I - I 

149 lo橋 0 子II ＋ I - I 

150 |0田 0 子II ＋ I - I 

1s1 lo藤 0 子l| ＋ I - I 134 Joo木00子II I +tt | 

135 |0村 00子I ＋ I - I 

136 |0山〇博II I - I 

厨Iex. 1 a 研II 柑柑 l柑対照 村菌伝

＋ 

138 に沢 0<11 ＋ | - I 

（以上茂木技師記）

139 lo藤 ol ＋ I - I b 梅毒血清反応の実績
140 |0尾 00のII ＋ I -

141 ¥o西〇ょII ＋ I -

I 

I 

昭和40年度（ 1 月 ~12月） 1カ年問の依頼検査3,002

検体について実施した成績は第4表のとおりである。

第 4表 昭和40年(1 月~12月）月別梅毒血清反応実施検数

＼¥  別月＼ 別 I I I]] IV V VI W VIfi lX X XI 刈 I 計
方法... 
ワ氏反応 I 278 I 260 230 I 222 239 I 265 I 222 I 227 I 283 I 211 I 37 塁 19 ~I 3,002 
（緒方法） （29) (32) (24) (22) (18) (21) (12) (18) (20) (25) (10 (15 (246) 

同上定量 I I. 1¥ I I 11 l| I 11 I 2| 31 
， 

沈（ガラ降ス反板法応） I I I 
| •一
I I I I I I I忍I I 22 

(0 

註 （ ）内の数宇は陽性数。

（以上庄司技師記）

c 食品及び水の細菌学的検査並びに腸炎ピプリオ調 査実績は第5表，第6表に示すとおりである。

第 5表 食品及び水の細菌学的検査件数

ニ］： 1 2 3 4 I 5 6 71819110 11 12 計 備 考

食 品 I細菌検査 |31 21 I I I | I 2¥ I I I I 7 

飲料水 1云響Ill□農I I I | l| I 11 I 11 31 I I I 6 
水 河水 1バ豊p恩)m, I 61 61 11 I I I 61 2[ 2/ 41 21 4i 43 

浄化水 I;`'‘胄I I I l I I I | 2I I I I I 2 
メロ 計 9| 8 11| 11 | 1 6| 7| 5| 4 2| 4| 58 

， 



第 6表 腸炎ビプリオ分布調査表

険体検査塾 検体中一生物型陽性数 地区別
1 I 2尉（％） 

本荘 100 4 4 

平沢 100 14 6 8 

海泳 500 56 象涛 100 7 5 1 1 

小砂川 100 18 14 2 2 
(11.2) 
金浦 100 13 3 10 

2 2 

6 2 4 

魚類 252 26 8 8 

6 3 3 
(10.3) 

4 4 

（但U沼和39年9月ー10月実施）

（以上金 技師記）

d 結核菌並びに抗酸性菌検査実績

昭和40年度（1月-12月）実施検査実績は第7表①，

R塗抹鏡検の部
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R，⑥，④, ⑥および第8表，第9表に示すとおりであ

る。

第 7表 結核菌塗抹鏡検並び

培養耐性試験成績

①一般依頼の部

区＼分＼成 績i検査件数 1陽性件数 腸性率％

1) 塗抹鏡検 1 

゜； 2) 培養検査 2 

゜3) 耐性検査 258 252 97.7% 

小 計 261 2521 96.5飴

R ボストチューブの部

1) 塗抹鏡検 49 3 2.1 

2) 培養検査 141 ・ 3 6. 1 

3) 耐性検査 303_ 21 6.9 

小 計 I493 I 27 | 5.4 
①, R合 計 I754 I 279 1 37.0 

区分＼＼月 gu I I I n I m I IV I v I VI I vu I VID I IX I x I XI I xn| 計
検査件数 I431 481 341 481 | I 18l 361 121 I 51 51 24S 

陽 性 数 1 91 141 211 • rnl I | 叫 141 10| I I I 103 
陽 性 率 |20.91 29. 21 61. al 37. 51 I 1 94. 41 38. eJ 83. 31 I I I 41. 4 
④培養試験の部

検査件数 I591 641 391 641 211 621 361 511 311 521 54 
陽 性 数 I 15| 叫 201 19| 61 291 20| 41 | 151 叫
陽 性 率 |25.41 32. al 51. 31 29. 11. 22. 21 46. aj 55. 61 1. al 1 2a. al 38. 91 

⑥耐性試験の部

の＼種茫類＼ I 隷I 対 照 ・I感性I 耐 性 （単位-y)
麒斉J (-!Ht)ICttt)IC廿）Ic +) I c -) o. 1 I 1 I 5 I 10 li2. 5 I 20 I 25 I 40 I 50 I 100 
S M I. 871 381 211 101 | 18| 17| I | I 261 I I | I |年
p s I 901 411 221 81 | 19| 17| I 301 141 241 I | | | | 
INH I gal 4al 211 101 I 191 191 nl 211 I I I I I I I 
K M j 101 291 191 91 I 131 481 | 31 I I | I I I I 6 
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s A I 211 』引 11 I 101 11 I I • I 91 I I I I I 1 

V M I 41 31 |、 1I I I 21 I I I 1! | I I I I 1 

T H I 231 』 41 1I | 12| 』 | I | | 11 I 31 1 』
C S I 191 1! 21 1! l 91 1I I I I 11 I 11 | 71 I 

PZA I sl I I I | 51 | 1 | I I |、| I | I 
計 I 4091 1111 921 411 | 1051 109| 17| 541 14| 611 11 11 31 11 31 34 

率％ I I 40. al 22・ 51 10. ol I 25. 1I 26. 1I 4. 21 13. 2I 4. 1I 14. 2I。.2I。.2I。.7| 1. 71 。・~ a:3 
．註感性は対照を 100とした湯合のその75％以下とした。

第 8表 結核菌検査実績 （非定型抗酸菌を目的とした）

分¥＼ • 成 績
I検 査 件 数 I陽 性 件 数 I陽 性 率％区

1) 塗 抹 鏡 検 249 103 41.4 

2) 培 養 検 査 539 170 31. 5 

3) 耐 性 検 査 409 304 74.3 

＾ ロ 計 1,197 577 48.2 

第 9表 非定型抗酸菌試験成績

ビ」：I色調 1こ只：旦：自プ：／［：1。：:':01ば嘉:1：［；目1:委貫半Il 定

1531速い 1橙色| otochromogen? 

580| ，，，，|，，，，|、ク~~=-) I c -) I c -) I ，，，， 
12斗，，，， 1橙黄色|，，，， |c-) Jc＋氷＋氷＋）le-)|c+)|c+)|(+)|(+) | c-) | (-) | c-) | ク
708| ク|，，，，|，，，，|c-) |c+)|c+)|c+)|(-)|c-)|c-)|c+)| c+) | c-) | c-) | c-) |，，，， 

麟 I遅い 1唇喜|，，，， ~c+J+)I (+)I(-) I c*>  

註可検体は表 Dの検査検体1197在より分離したもの。

e 日本脳炎赤血球凝集抑制試験実績

第 10表 日本脳炎赤血球凝集抑制試験成績

（昭和40年1月-12月実施）

検番 年 発月 採月 内訳 備

査号 令 病日血日 (-)IC+) 考

1 I 63 Is 40 6. ? Is 40 6. 211 1 = 401 I 

2 I 63|1' 6. ?11' 2.291 1' I | 

3 I 5 | S39 | S39 41 ク I 2. 23 9.2 I 

5 I 21「,.2al~ 10. 11 1 : 401 
6 I 14「,.141// 9. n1 // I 
1 I 14 I(, 9. 141 (, 10. sl (, ¥ 

8 | 9 |ク?|ク 11.17| ク|

9 I 11 11'/ 9. isl I'/ 9. 221 • I'/ I 

10 | 11 |ク 9.151ク10.81 ク1
11 I 3.5 | S40 8| S40 21 クI 9.2 10. 

I死亡

I 

I 

I死亡

I 

| 

I 

4 I s I~ 2. 2311' 10. 141 11 : 40I 12 I 3・5 r 9.2l'10.201 11 = 6401 



13 I s|~ 7. 261 ~ s. 1211 : 401 I 

14 | 8 |(, 7. 261ク 8.271 ク 1 I 

15 I 24 I~ 1.261~ 1.291('| I 

16 1 24|クブ．261~ a. 121 ~ I I 
（以上坂本技師，庄司技師記）

f ィンフルエンザ赤血球凝集抑制試験実績

第11表

ィンフJVニンザ赤血球凝集抑制試験成績

（昭和40年 1月-12月実施）

検査 内 訳
地区別

A2型l、2型の|(-)人員

秋田保健所 I 14 1 2 I 2 I 10 

五城目ク |• 14 ¥ 11 | - 1 3 

男鹿 ク
I 10 | ̀  7 | -I  

3 

鷹巣 ク
I 13 1 -I  3 I 

10 

大館 ク I 5 | 4 I 1 I 

湯沢ク | 
3 9 | ~1 3 I 

矢島 ク | 5 | - 1 -I  5 

＾ ロ 計 64 I 24 ， I 31 
(37. 5%) (14.1%) (48. 4%) 

註回復期血清抑制価の急性期血清抑制価に対する比

を8以上を該当ウイルスに依る感染と判定し，

4を疑い，

2以下を(-)としたo

又使用ウイルスは， A2（東京， 2-57)

B天草(1-64),'B昭島(2-64)である。

（以上坂本技師，庄司技師記）

g 山本郡下岩川に於ける学童の溶血性レンサ球菌保

有状況の調査研究

（昭和39年12月実施）

1) 実施対称下岩JII幼稚園児及び小学校児童合計 266

名（何れも健康者）
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2) 検査材料咽頭粘液

3) 分離培養 5％羊血液加普通寒天培地

4) 成綬（その1)

実 施 別 1在籍人員1検査人剛陽性数 1陽性率

幼稚園 I 69 1 64 |’ lo | 15.6% 

Ij蕊 1年 I 69 I 68 I. 1s I 22. 1% 

ク
2年 I 12 I・ 66 I 11 I 16. 7% 

，，，， 

3年 I 56 | 56 1 1 4 I 1.1% 

計 I 266 1 2s4 I 40 1 1s. 7% 

（その2)

集落数 II1ー5ケ16ー10ケ|llー15ケ|16ヶ以上1 計

検体数 I| 20 | 6 | 7 | 7 | 40 

（その3)

分籐＼＼妹成＼ 故＼績

馬血清 羊血清
晶判翌定

プドウI ブドウ1糖― 糖―

幼稚園 10 I緑色 1・溶血 I緑色 1溶血 I1 型

小畷1年 1s I緑色i溶血 1緑色 1溶血 |1 型
ク
2年 111緑色 1溶血 1緑色 1溶血 I1 型

ク 3年 4 醗 I溶血緑色j溶血 1 型

（茂木技師，金技師，藤沢技師記）

(B) 理化学検査科の業務実績

昭和40年1月-12月までの間に行なった業務並びに実

績は次に示すとおりであるが，従来より行なっていた水

賢検査，食品検査，医薬品検査，温泉分析の他に河川水

（秋田市中央を流れる旭川，並びに太平川）の汚濁調査

（季別）を行ない，また科学技術庁その他に協力して水

および飲食品の放射能調査を行なった。これらの総体を・

表示すると表1'表2,表3のとおりで，調査研究に亘

った部分は改めて「調査研究の部」にまとめた。
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第 1表 理化学検査科検査実績表 （昭和40年1月'-"12月）

隕＼｀ WJ韮ilii汁五叫 7月 8月 9月 10月 11月 12月合計

宥料！ 料 肴料直：料 料有i：無料 料有i：無料 布料：無料 料有i無料，料有料無・i戸fl 

水峠 可殊成 i ―2＇ ! :— 

9! 3i 2': ‘7'  : ’ 4: 5; 4: ＂］ ［ '’: a'’: l57' ': ’ :5, —•--: _ ---:——:--ー：――-- —i- - i――任—Is —i—i-
質 91 3: 9i 7．: . 1． : - 6! 43j ヽ : : : 4: : 

試ー5：}一
_;---:— 一：一ー：一 --:_ _ :---:_I-:—:— 
8， : 6: 4: : 1-2-: : ―4: :_ 13i 

31．: ．: ． : ~5! :95 

験―：；一
_:--;_ 一；―-一：一 ー5：!一一＿ー：＿＿ ：＿＿：日—i—
： 3 ： ; ： 2: ， 1: 3: : ’: 13: ’ :13 
! : ： '9',  .9',!  ' 

環下 ：］  i 

12i i 15＇i ： : ！ : i □ 27．.: • :． 2, 
境浄化渭放流 _i :： i — 6 

''  
，, : ．.，  , 

ー：—ー：＿
ー8：:一ー6：i一 : ,: : : 20、:: • : :2( 

i } 6i 

衛河川 _ ＿!i ：： —一7 一—:i:— 一
——•: 13 _:i _ 10 —;— 

: ! 2 :! 6 !1―60: !60 :.6 

生特殊成 i ＇ 
— ::l —ー'：: ＿ ． —'—:--- -'—‘— 

6: ＇ ＇ 3j 9 : : : : -19_: :9_: :2( 
; i : ! ' ''''  .' 

栄析養学喜!_ —1! ! 

1: 1-： ： I ； ．','， . ' I 
2’: ’: ’ ’ :; 

食 ： ヽ、

―1←: - tI — 
＇ ヽ ＇ ＇ ： ！ 

—— 
ーロロ

ー：一_1:: —---:! -- ―3:’: ―:’ : — :: 
品 製品 i ， i _1_ 

二
i 

規格 i： -
ー：一 ＿任—：一_,-- :— ＿l_＿口 --!— ―:_:-

試 ！ 
i i i 

:, ' : 58 ’:ヽ58‘ 洩

特殊 ：ヽ！ ＇ 一2 ーヒ—一1：:一 ー2：':—ー:：' ＿ 3 ＿ニi： ー1 仁:： ＿ —•, 一ー：＿ _;_:― 
験 • i ： ，：  1， ＇ ! 3 l 2 1i i 5ヽ':’11' :’ 16 

',  ':  

喜試験 鑑 ： 門i ］ i 4 i 2 i 6! 6 

局方試 -―ー:i：一—トiビ―― 
''  —:—·:_ -「--「一
, __,  

ー：—― ヽ

！ -—i :； — 31 
':31' :31 

一］＿ ―i- ’’  
_u_ 

特殊`成 ： ! ： : ： 2( ':'''2Q' ' :' ' 2( 
： ； ! :• 

［ ［ 温烹 i 

'..  
3¥ 2: 

［：：  

'..  3 、.,
'''  

ー'-一 ＿ヒー ：―― :— ニニ 1,• , , 

,_泉-i;— i 
i : : 
’’‘  '''  ー：＿
ー：:—ー7 ：: —ー2 ：: 一11 

放i9 : 10 i 91 : 7 j 7 1 8 ! 10 ; ， ＇ 11 ！ ’’’  .、,

第 2表 不適飲料水の内訳

検査項目 1
判 靡 不適件数 総に件対数す劣9る5件 最も多い値 総 平 均
標 (95件）

外 観 I無 色 澄 明 I 16 I 16.8 I I 
臭 味 ！ あってはならない | 5 | 5.2 I I 
水素イオン濃度 | 5.8~8.6 I 2 I 2. 1 | 
硝酸性窒素 I 10 ppm | 2 I 2.1 I ll.6 ppm 1。.72ppm 
亜硝酸性窒素 I検出してはならない 1 40 I 42.1 I O. 02 ppm I O. 01 ppm 
素アンモニヤ庄窒 I ク

I 51 I 53.6 / 16.8 ppm O. 41 ppm 
塩素イオン |200ppm I 3 I 3. 1 I 3616. 9 ppm I 87. 38 ppm 
過マソガ姦力 I I 34 I 5.7 I 54.o ppm 1 10. 45 ppm リウム消 10 ppm 

鉄 I o.3 ppm I 26 | 27.3 J 177. 0 ppm I 2.16 ppm ー

P
.
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|―蒸発残留物― |sooPPm

第 3表

8 | 8.4 l

l

 

水道水定期検査の不適検体の内訳

7055. OPPm f 303. OP Pm 

検 査 項 目
・判 定 不 適 総件数件に対 最も多い値 総 (8平4件） 均標 準 件 数 する％

PPm PPm ァ、ノモニヤ性窒素 ｝ 同時に検出して 7 0.08 1. 4 0.05 
PPm PPm 

亜硝酸性窒素 はならない 7 0.08 1. 6 '0.02 

素 I PP10 m1 
I I PPm I 

PPm 
硝 酸 性 窒 7.3 0.48 

ノ̀| PP200 ml 21 O. 02b91. 3 PPml 
PPm 

塩 素 イ オ 40.74 

逸マ．ンガン酸カリウム消 I PP10 m| 61 O. 01111. 4 PPml 
PPm 

費量 5.9 

般 細 菌 数 1 ヶ以10下01 
I I 30ケI 15ケ

水素イオン濃度 I 5. 8ー8.61 101 o. 11 I 

色 度 I s0l 321 o.3al 40°1 6.7° 

濁 度 I 20 11 0:011 s0I • 0.4° 

物I
PPm 

61 071 PPm I 
PPm 

蒸 発 残 留 500 o. 1694.0 174.0 

（以上高山技師記）

b 昭和40年度に実施した温泉分析は 8件であった。

第 4 表 温泉分析成績 （昭和40年1月-12月）

分析年月日盆闊濯棗喜） I 所 在 地 |醗|PHI泉 質

40. 5. 24 I 2141 （カラ吹陽） I 仙北郡田沢湖町生保内宇駒ケ岳2の1の内 | 51. ol 5. 181単純温泉（育？畠塁）

40. 1. 6 I 2151 c白狐温泉） I 由利郡岩城町泉田字長田24番地の2 I 14. oi a. 051単純硫化水素泉

40. 1. 5 I 2161濯：温似 I山本郡八森町宇母爺台73 J 25. 51 a. 951単純温泉

40. 7. 6 | 217| I能緬常盤宇大柄 I 12. 71 7-sl単純硫化水素泉

40. 10. 22 1 2rnl匂口おイ 1仙祖罪田沢湖町生保内沢国有林 1 14. al 1. 61単純硫化水素泉

40. io. 22 I 2191濯ぴ贔 I男鹿市北浦陽本宇芦沢12畑 | 47.o| 7.05l含ヒ素，弱食塩泉

40. 12. a I 2201 I 鹿角郡八幡平村長谷Ill字熊沢国有林 . | 刀．0| 2.8|酸性硫イ邸．素泉

40. 12. 13 I 221I I 仙北郡六郷汀七滝保安林2番地 1 n.01 6-61温泉に該当せず

c 食品試験

今年度理化学検査科で行なった食品試験は検査実績表

に示す如く，総数乃件である。これを月毎に，個別的に

簡単な説明を付する。

1月

白玉粉 2件

（以上斎藤技師記）

外観，臭気，粉末化，崩臨状況，酸度，水分，カビ数

の検査を行なったo良品と思える市販白玉粉を入手し，

それと対照し乍ら試験した結果では，各試験項目共ゃ上

劣った成縦を示し，特にカビ数は対照品で不検出，検体

では2件共1g当り20001!目程度を検出した。

この検体は不良と判断した。
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食用色素 1件

食用赤色 102号を主成分とする製剤で，これは食用色

素そのものではないが，それに準じて有害性金属の試験

も併せて行なった。本品は法定許可色素を殿粉で稀釈し

たものであった。

3月

〇ル〇ー（乳菓） 1件

栄養学的成分々析である。脂肪，蛋白質，炭水化物の

含有量を調べAtwater係数によってカロリー数を求めた

が， 10og当り392.80カロリーであった。 別にビクミソ

氏の測定を行なったが9.65叩lloogの数値を得た。

キャラメル ・

これも上と同じ成分々析で1Oog当り 420.74カロリー，

ビクミソ氏が9.65鵞g/1009,B2が6.57霞g/1009であった。

4月 食用色素 1件

食用黄色々素4号を主成分とする製剤で，前記1日に

行なったものと同様である。

粉末ビーチジーース 1件

栄養学的成分々析で 1oog当り334.13カロリー，ビク

ミソCが247-23町/1009，他に合成甘味料2種類2.9％有

機がクエン酸に換算して3.46％であった。

5月

餅 3件

防腐剤であるデビドロ酢酸の検査で，餅の中にはデビ

ドロ醗陵を入れてはいけない事になっているが，2件；ま不

検出， 1件に2.19霞g/1009のデビドロ酢酸が検出された。

6月

リンゴジュース

食中毒様の症状を呈し，これが原因らしいと云う事で

試験したものである。

180m£容の硝子瓶入で，淡黄色，殆んど澄明であり，特

にカビ，浮遊物，沈殿物らしいものは認められず，可成

り強い人工甘味料様の甘味がある。ー応着色料，有害性

金属，その他有害性物質の検査を行なった結果ぱ，特別

なものを検出しなかったが，銅の含有量16.7PPmがで

あった。

尚管轄保健所の詳しい調査の結果，可成り多人数が同

時に同じものを飲み，中毒様症状を招いたものは 1人丈

である事や，該リンゴジュースを飲み終らないうちに症

状を現わした，と云う様な事を綜合し，多分に感覚的な

ものと思われ，本品による食中毒とは認め難い，と判断

されたものである。

7月

各種食品中の保存料 58件

食品の一斉取締りに際して行なった試験である。清涼

欽料水，はっ酵乳，乳酸菌飲料，魚肉ねり製品，漬物類

で，不適品を認めなかった。

8月

コンニャク 3件

サリチル酸の試験で，何れも不検出であった。

ァイスクリーム 1件

乳脂肪，大腸菌群，一般細菌数について試験したが，

乳脂肪は5,97％大腸薗群は陰性，一般細菌数230fffil/町で

あった。

9月

0ゃ〇ラーメン 2件

食中毒が発生し，その原因となったと思われるインス

クソトラーメソで，酸敗臭が認められた。その中の油脂

を抽出し試験した結果は，

対照品 検体R クR

水分 9.4飴 9-6% 9.4% 

酸価 0.33 8.7 8.o 

過酸化物価 28 • 818 899 

であり，含有油脂の酸敗によるものと考えられた。

因に製造月日は対照品が7月20日，検体は共に5月l2日

であった。

10月

00ドライミルク 1件

有害金属検査の依頼を受けて試験したものである。鉛，．

比素，水銀について不検出であった。

食用色素 1・件

前記1月に行なったものと同様で，これは青色々素1

号を原料としたものであった。

d 薬品検査

総数47件の簡単な説明である。

2月

麻薬の鑑定4件である。

3月

麻薬の鑑定2件である。

6月医薬品31件

厚生省薬務局の通ちょうに基いて，県医務薬事課，並

びに県内各保健所の薬事鑑視員によって収去されたもの

について試験を行なったが， 31件中不適1件，判定不能

3件であった。判定不能；まビク・ミソ剤中の特殊なもので

ある。

12月

血液比重測定用硫酸銅液 10件

血液セソクーで使用中の比重測定用硫酸銅液の比重測
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定で，これは定期的に行なっている。

（以上芳賀技師記）

(C) 母子衛生科業務実績

a 母子衛生の疫学的調査に関すること

目的：母子衛生向上のためには，妊産婦新生児，乳幼

児の一貫した保健指導が必要であるが，これが徹底には

社会環境の含めた市町村ぐるみの対策が必要である。

39年度モデル地区の由利郡鳥海村における実態開査を

基礎に40年度は，その改善のための具体的対策を実施す

ると共tこ，あわせて，その効果判定を行なしら本県母子

衛生対策推進の方途を得んとした。 （成績は調査研究の

部に記載）

1) 妊婦ならびに乳児の栄養強化（粉乳投与）

39年度実態開査により，農山村では全般に低栄養状態

であり，妊産婦の貧血ならびに乳幼児の発育遅延がみら

れたので， 40年度は，引き続き同村をモデル地区とし，

厚生省の協力により栄養強化の目的で妊産婦，乳兒に粉

浮虚与を行なったo

粉乳投与地区：由利郡鳥海村直根地区，笹子地区の届

出全妊婦ならびに低所得者の乳児

対照地区：由利郡烏海村川内地区妊婦ならびに乳

児

2) 妊産婦ならびに乳幼児検診

モデル地区実態調査の追加，ならびに栄養険化の指導

と効果判定を行なった。

検診方法ならびに内容は39年度と同様である。

3) モデル地区栄養調査

粉乳投与にさきがけて，地区の栄養摂取の実態を知る

目的で，烏海村川内，直根，笹子の三地区において，全

妊産婦の3％抽出により， 75世帯， 433名の栄養調査を

行なった。

調査方法：国民栄養禍査方式に準ず。

4) 母乳調査

本県における母乳の実態注，ほとんど未知数である。

農山村の乳児の発育が市部に比しおくれているこ・とより

農山村の母乳調査を試みた。

対象者：由利郡鳥海村Ill内，直根，笹子地区の産婦54

名o

b 生化学検査に関すること。

本県農山村の母乳成分分析を行ない，乳児の発育なら

ひて栄養との関連を検討するものである。

c 児童精神衛生に関すること。

l) 精神発達検査の基礎的研究

(3オ児検診を中心としてのスクリーニングの方法）

全国一斉に行なわれている 3オ児検診は，本県では，

身体的面が主で，精神面ーは要精検とされている者のみ，

心理の専門家に依頼の現状である。

3オ児の精神検査を集団で行なうことは，現在なお現

在なお検討の段渚であるが，スクリーニソグの調査法の

確立の基礎的研究として行なったものである。 （調査研

究の部参照）

対象集団：秋田保健所管内3オ児検診

鷹巣保健所管内 3オ児検診

鷹巣保育所

矢島保育所

新屋第二保育所

ひまわり保育園

第一Iレソビニ園

第ニルソビニ園

d 衛生教育に関すること。、

本県母子衛生向上の目的で，保健所，市町村，各種団

体等に資料の提供，説明，相談等を行なっている。

厨表 1 鳥海村モデJV地区昭和年40度

母子検診状況

乳幼児妊 婦産 婦

地 区対象受診受診対象受診受診対象受診受診
ー一者者 1率者 1者 1率者 1者 1率1
1名1名1 1名I 名I I名名I

鳥海＿村翌6616|74.6 260l 163I62.7| 783 582四

川内：試 214679 671 3958 2l 3041 200165 8 
直 根 12511 1971785 84 48157 11 227旦壼止｝
笹子 12601 205178 81 1091 ]6169 7 2521 212184 1 

附表 2 鳥海村家

族検診

数

名

国

731

1

|

|

 
_
_
_
 1
-

人区

村

内

根

子

海

地

鳥

川

直

笹

附表3 鳥海村母

乳調査

46 

56 

地 区 1人数

鳥海村 1 負
JI I 内 1 2: 

直 根 I 1ヽ
笹 子 1 1~ 
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附表4 鳥海村栄養調査世帯数忘よび業態別分類

業' 態 分 類 別
地区別 世帯数 人 員

A-1| A-2 | A-3 |小計 |B-4I B-5 I B-6 I小計
JIJ 内 1 291 嘉 17| 41 51 261 ol 11 21 3 

直 根 I 221 129 61 91 41 191 11 al 21 3 

笹 子 I 241 122! 12| 21 11 151 41 41 11 ， 
計 751 4331 351 15| 101 601 51 5| 5| 15 

(A) 耕地面積3反以上の世帯

A-1 専業世帯

A-2 常用勤労者のいる兼業世帯

A-3 その他の兼業世帯

(B) 耕地面積3反未満の世帯

B-4 最多収入者が自営業の世帯

B-5 ~ 常用勤労者の世帯

B-6 ク 日雇労働者の世帯

(D) 環境衛生科の業務実績

現在秋田県内で環境衛生の甚だ不行届で，早急調査改

善をじなければならない地域または個処は多くない。し

かしこれは比較的のことであって，．些細なことなら幾多

もあることと思われる。一般にレベルが低いのであるか

ら，レベルの向上を押し進めなければならないし，また

新産都市指定などに関連してその基礎となるデークーを

（以上小西按師記）

得ていなければならないのであるが，何しろ環境衛生科

の人員配置が僅かに 1名に過ぎないのであるから，全く

多くを期待できない現状である。従って業務実施に当っ

ては他科，殊に理化学検査科tこ援助を乞い，甚しい場合

は庶務関係の人々の応援までえている。

昭和40年度実施の業務であっても年間として成績をま

とめなければならないことなど（衛研を中心とした降下

ばい厘など）あるが，大体次に示すとおりである。

第 1表 試験成績及び検査件数表 昭和40年1月-12月

検査項g＼検体種別 l工場排フk| （尼濯序饗宕 I井 戸水'|河 J lj 水i海 水，

水素イオン濃度（P.H)I 6. 0 (1) I 6.6 (6) 1. 6.6 (1) I 6, 6 (1) | 
ヽ

浮 遊 物 質 I 1 203. 3 ppm(8) 1 I I 18. 80 ppm(l). 
透 視 度 I I 1 30度 (1) I I 
4時間酸素吸収量 |211.o ppm(2) I a. 29 ppm (6) I 2. s ppm (1) I 2. 45 ppm (1) I i 

アルプミノイド性窒素 | 32. 2 5ppm(2) I 2-15 ppm (6) I 1 a. 90 ppm (1) I i 

蒸 発残留物 I I I 89. 4 ppm (1) I 1・ ： 

灼 熱 減．量 I I 1 61. 4 ppm (1) I | 

アンモニア性窒素 |35.1 ppm (l) j Q. 7 ppm (2) I I O. 09 ppm (1) I o. 05 ppm (1) • 

灰 分 1 I | 28. o ppm (1) 1 ； 

ル |5.95 ppm (1) 1 I 12. 4 ppm (1) I 21. 98 ppm(l) I 
； 

ク
＇ 

硫 酸 l I I I a. 02 ppm (1) I 

ー
・
，
＇
．
．
．
j
噸
菫
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臼

圧

仰

|
_
_
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検
は

ノヽ

ま

素

素

〇

争

水CS
数

戸

窒

窒

の

井
計

（

性

）
性

総

体

酸

数

（

検

1

3

 

硝

．

酸

件

．
．
 

査

亜

硝

検

註ー
―

―

 

謁 (7) (8) (2) 

）の数字2以上PPMは平均値o

不検出（1)

0.06PPM (1) 

a 屎尿浄化槽放流水試験成績

昭和40年1月-12月まで，秋田市役所，陸上自衛隊，

その他一般より依頼あった，浄化槽放流水，工場排水，

井戸水，河川水，海水，の検体5種類につ、き， 13成分に

わたり試験した成績及び検体数は，第1表iこ示すとおり

である。

表に示すとおり，検体の種別，又は用水の目的iこより

試験項目も異り検体別の成分を比較検討する事は不可能

であったo

此の成績の中で，法律で規制されている浄化糟放流水

及び，下水道放流水の試験成績は，いづれも適であっ

た。

b BOD試験

昭和40年1月-12月まで，秋田工事事務所，その他よ

り依頼された検体について， BOD試験を行なったが，

検査件数は第2表に示すとおりである。

第 2表 B O D 試験件数 （昭和40年1月-12月）

採7図也芦｛ 別 1-I二 三1四|五|六|七|八|九|+|円 |11 計
，新 屋 (1) 1 2J 叫 2 I I I 11 斗 ii 21 l| 11 13 

，ク (2) I 2! 21 2| I | I | l| I 1! | 11 £ 

！ク
(3) I 11 11 2 I I I I l | 1 | l| 7 

f 

・ク (4) I I I I I 11 1¥ I l| 3 

椿 JI l I l| 11 21 I I | l| I l| l| 11 I E 
，秋田 市 1 | I 61 I 31 11 I 21 I I | | 12 
＞男鹿市 I I I I I I I I l| I I I I 1 
角 館 1 I I I I I I I I 

3| | 4| 

1 

計 I 61 el 141 I 31 l| 2 11 21 61 54 

註（1) 新屋，椿川40件ぱ河川水 （2) 秋田市12件は工場排水及び下水道放流水

(3) 男鹿市1件は海水 (4) 角館 1件は井戸水

C 高血圧，脳卒中と飲料水との関係をみるぺく調査

9した地域は南秋田郡五城目町地区と同郡井川村地区であ

った。詳細は調査研究の部で述ぺる。

（以上児玉技師記）

(E) 食品栄養科昭和40年度業務実績

a 山菜の栄養分析分析項目，水分，灰分，粗蛋白，

粗脂肪，粗繊維，カルツウム，燐，鉄，珪酸，ビクミン

Cl噸目（化学分析）検体の種類ヵクコ，アザミ，ホン

ナ．ァイコ，シドキ， ミズ，ウド，ノプキ， ミツバ，ニ

（以上船木技師記）

ラ，ワラビ等11種類昭和40年3月-6月の間出廻ったも

のについて調査研究，詳細は「研究部」報告

b 店頭野菜果実の新鮮度ピタミンC含有量調査

6月より12月まで小売店頭に販売しているそ菜及び果

物を抜打ち的Iこ検体を購入，分析，検体，野菜の部56種

類検体果実 135種類，検体について調査した。 （研究編

詳細報告）

c 秋田県そ菜生産集団指定地育成野菜の栄養分析を

する。 県では野菜生産上の問題点を改めることで， 36

年度より「そ菜生産集団地育成事業計画」をし，生産量
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をあげた，この指定地は県内で28カ所指定しているが，
・唱

その中の 7カ所に育成しているものについて調査し分析

をこころみた。 ・

(1) 能代市道地ねぎながいも

(2) 金浦町前lll ねぎながいも

(3) 男鹿市脇本かんらんはくさい

(4) 西仙北強首はくさい

(5) 角館下延 かんらん，はくさい

(6) 秋田市豊岩はくさい

(7) 秋田市仁井田 かんらん

（結果研究編報告）

d 自家製味噌の実態調査及び化学分析

昭和40年度調査地城

自家味噌の醸造実態調査地区

花輪HC管内 5町村

鷹巣クク ク

大館ク

能代ク

五城目ク

男’鹿ク

秋田ク

本荘ク

矢島ク

角館ク

大曲1，

横手ク

4-'/ 

6-'/ 

5-'/ 

2ク

4 -'/ 

7-'/ 

3-'/ 

2-'/ 

11ク

8-'/ 

12保健所の62町村を調査集計結果報告

e 味噌の成分分析

横手市 4件

角館町 3-'/ 

藤里町 2 -'/ 

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

17~ 

2~ 

5地区28件

f 味噌汁の食塩分測定

花町 26件

田代町 25~ 

森吉町 11ク

藤里町 15~ 

由利町 45~ 

仁賀保町 42件

天王町 19~ 

角館町 50ク

仙南村 38~ 

南外村 40~ 

横手市 38~ 

雄物川町 26~ 

1匈村 355件

g 昭和40年度食品栄養に関する依頼検査数

1月。

2月。

3月

4月

5月

6月

7月

8 •月

9月

10月

11月

12月

鳥海村

雄和村

゜紅王りんご v.c
助宗鱈生粕

゜冷凍りんご v.c
クク

らくがん

VC強化りんご

にしん白米：

゜
依 頼 検 査

食
品
栄
養
分
析

40年 1月11'

無
料

有
料酎一
二
ば

研

無

料

ニ

有

料

ー

ロ

紅

無

料

・

2

有

料

。

ク紅
無

料

2

有

料

。

ん・

一

月

無

料

1

7
 

有

料

。

ー

ク
月

無

料

。

6
 

有
料

無
料

有
料

無
料

有
料

無
料

有
料

無
料

有
料

無
料

有
料

゜゚゜

2月I//

゜゚

3月I，，，，

゜゚

4月11'

3
 
6
 

5月11'

゜゚

11月1，，，， 12月'‘

5
 ゜
2
 ゜゚（以上 宍戸技師記）


